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（ 様式１０ ）
 eq \o\ad(組換えDNA実験施設改廃承認申請書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　年　　月　　日
 eq \o\ad(日本医科大学,　　　　　　　　　　)
日本獣医生命科学大学
	実験施設承認番号
	

	 eq \o\ad(実験施設名,　　　　　　　　)
	

	実験施設代表者
職・氏名
	印


学　長　　　　　　　　　　　　　　殿

　

別紙の組換えDNA実験施設明細書を添えて下記の組換えDNA 実験施設の　　　　を申請します。

記

	 eq \o\ad(実験施設名,　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(実験施設の所在地,　　　　　　　　　　　　)
（建物名・部屋番号）
	

	事務上の

連絡先
	連絡者の職・氏名
	

	
	メールアドレス
	

	使用の

内容
	物理的封じ込めの

レベル（P）
	

	 eq \o\ad(変更内容又は廃止理由,　　　　　　　　　　　　)
	

	認定期間

（５年以内の年度末までを限度とする）
	承認日　―　　　　年　　3月　31日


別紙（様式９・１０用）
 eq \o\ad(組換えDNA実験施設明細書,　　　　　　　　　　　　　　　　)
	物理的封じ込めレベル
（注１・２）
	Ｐ1Ａ（飼育室・実験室）
　　　Ｐ2　　　Ｐ2Ａ（飼育室・実験室）
　　　Ｐ3　　　Ｐ3Ａ（飼育室・実験室）

	 eq \o\ad(物理的封じ込めに係る施設・設備,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(実験区域・実験室,　　　　　　　　　　　　)　図（注３）
	

	
	 eq \o\ad(実験区域,　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(構造,　　　　)
	

	
	
	 eq \o\ad(設備,　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(実験室,　　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(構造,　　　　　)
	

	
	
	 eq \o\ad(設備,　　　　　)
	


（注１）P1A・P2A・P3A実験区域については、飼育を行う部屋（飼育室）と、実験のみを行う部屋（実験室）を

　　　区別して記載すること。飼育と実験が完全に同一区域の場合はその限りではない。
（注２）P1A・P2A・P3Aに変更する場合は、動物実験委員会の承認を示す書類を添付すること。
（注３）実験区域・実験室図では床面積を明記のこと。
変更


廃止








